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臭 化 メ チ ル 削 減 計 画 の 現 状
ひ が し

農林水産省生産局植物防疫課 東 義 裕

は じ め に

土壌消毒剤や検疫 く ん蒸剤 と し て ， 重 要 な 農薬であ る

臭化 メ チ ル は， 1992 年 に 開催 さ れ た 「第 4 回 オ ゾ ン 層

を破嬢す る 物質 に 関 す る モ ン ト リ オ ー ル議定書締約国会

合」 に お い て ， オ ゾ ン 層破嬢物質 に 指定 さ れ， 1995 (平

成 7) 年か ら は臭化 メ チ ル の 生産量 ・ 消 費量 を 基準年の

1991 (平成 3) 年の 実績値以下 に す る よ う 制 限 さ れ る と

と も に ， 全廃 ま で の 削 減 ス ケ ジ ュ ー ルが定 め ら れた 。 さ

ら に ， 1997 (平成 9) 年 の 第 9 回 の 同会合で こ れ を 前倒

し し ， 先進国 は 2005 (平成 17) 年， 途上国 は 20日 年 を

も っ て 全廃す る こ と が決定 さ れて い る 。

た だ し ， 現時点 に お い て は検疫用 途 は 除外 さ れ て い る

が， 不可欠用途， 緊急使用 の規制除外対象 に つ い て は，

今後， そ の手続 き 等 に つ い て 検討 さ れ る こ と と な る 。

臭化 メ チ ル は ， 多 く の病害虫 に 対 し て 殺虫 ・ 殺菌効果

があ り ， し か も 常温常圧 で気体であ る と い う 性質 を利用

し て ， 倉庫や土壌中 で ガ ス 化 さ せ， 穀物 の害虫や 園芸作

物 の 病害虫 を 防除 す る こ と が で き る こ と か ら ， 土壌 消

毒， 植物の検疫処理， 文化財や倉庫 く ん蒸 な ど多方面 に

わ た っ て 使用 さ れて い る 。

土壌消毒剤 と し て は， 農作物への薬害が少 な し 糸状

菌， バ ク テ リ ア ， 線虫， 害虫， ウ イ ル ス ， 雑草な ど多種

類の病害虫 に効果があ り ， こ れ ら の病害虫 を 同時 に 防除

で き る と い う 利点、が あ る 。 ま た ， 簿発性が高 い た め ， 気

温の低い冬場に お い て も 安定 し た 効果 を 示 し ， ガ ス 抜 き

の期聞が短い こ と 等 か ら ， 施設園芸 に も 幅広 く 利用 さ れ

て き た 。

こ の よ う に ， 臭化 メ チ ル は 農家 に と っ て ， 安定 し た 効

果 を 示 し て く れ る 使用 し や す い 防除資材であ り ， 長年の

使用 実績の あ る も の で あ る こ と か ら ， 削減計画 を 推進 し

て い く た め に は， 代替技術 の 開 発 は も ち ろ ん の こ と ， 普

及 ・ 定着の状況 を把握 し な が ら 推進す る こ と が重要 と な

っ て い る 。

Current Situation of Methyl bromide Reduction Schedule 
By Y oshihiro HIGAS I I I  

{ キ ー ワ ー ド : 臭化 メ チ ル )

I 臭化メ チ ル 削減の状況

我 が 固 に お い て は ， 1 995 年 か ら ， モ ン ト リ オ ー ル 議

定書 に基づ き 臭化 メ チ ル の 削 減 を 実施 し て き て い る が，

現場へ の 急激 な 影響 を 避 け る た め ， 1996 年 か ら 98 年 ま

で は 5% ず つ 前倒 し の 削 減 を 実施 し ， 99 年 は 1 0 % の 削

減 を 実 施 す る こ と で， 議 定 書 の 計 画 ど お り 99 年 の 生

産 ・ 消 費 量 を 75% と と し た 。 さ ら に ， 2000 年 も 5% を

前倒 し し ， 2001 年 に つ い て は 20% を 削 減 す る こ と で，

議定書の 削減計画 に よ る 2001 年 目 標 の 50 % 削減 を 達成

し て い る と こ ろ で あ る 。

一方で， 農林水産省 に お い て は ， 臭化 メ チ ル が な く な

っ た 場合， 農業分野 に お い て ， 現場で の 混乱が生 じ な い

よ う ， 補助事業等の取 り 組み を行 っ て き て い る (表一1 ) 。

具体的 に は， 中央民間団体に よ る 代替薬剤 の 開発， 臭化

メ チ ル代替薬剤等 の登録拡大 等 を 推進 し て き て お り ， 都

道府県 に お い て も ， 代替防除技術の確立 ・ 実証 に よ り ，

現場への普及 ・ 定着 を 図 っ て い る と こ ろ で あ る (表-2) 。

こ の よ う に ， 代替技術 の 開発や代替農薬 の 登録 に よ っ

て ， 臭化 メ チ ル の 大部分の対象病害虫 を カ バー し て き て

い る と こ ろ で あ る が， ク リ シ ギ ゾ ウ ム シ や土壌伝染性 ウ

イ ル ス 等 ま だ， 代替技術が確立 さ れ て い な い も の も あ

り ， こ れ に つ い て は ， 研究機関 に よ る 代替技術 の 開発の

取 り 組みが進め ら れて い る と こ ろ で あ る 。

今後 も ， 農業生産 の 安定 を 図 る た め に は ， 代替技術の

開発や確立 さ れた 代替技術の普及 ・ 定着 を 促進 す る 等関

係機関 の協力 が必要 と な っ て い る 。

11 2005 年 ま での削減の考 え 方

2001 年か ら 臭化 メ チ ル の 削 減 率 が 50% に な り ， さ ら

に 2003 年か ら は 70% の 削減 と な る こ と か ら ， 臭化 メ チ

ル の使用 が大幅 に 限定 さ れ て く る こ と と な る 。

こ の た め ， 代替技術が開発 さ れて な し 臭化 メ チ ル の
使用 が避 け ら れ な い病害虫 に つ い て は ， 使用作物 を 限定

し て 臭化 メ チ ル を供給 し て い く こ と が求 め ら れて く る 。

こ の よ う な こ と か ら ， 使用現場での混乱が生 じ な い よ

う 都道府県への調査結果 を も と に ， 使用 さ れて い る 主要

作物お よ び代替薬剤や耕種的 ・ 物理的代替技術の確立 ・
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表 - 1 臭化 メ チ ル全廃 ・ 削減ス ケ ジ ュ ー ル に 伴 う 対応状況
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(H3) (H7) (H8) (H9) (H1 0) (H1 1 )  (H 1 2) (H1 3) (H1 4) (H1 5) (H1 6) (H1 7) 

0全廃 ・ 削減に対す る 補助事業等 の取組

く植物防疫対策 〉
函圏 中間関団体に よ る 代替手剤の開発等

9臭化 メ チ ル使用技術改善対策餐託事業 (平成7 - 9年度 .. 
O臭化メ チル代曽義剤等開発促穐事業 〈平成7年� - )

0臭化 メ チ ル代潜薬剤等登録拡大事業 (平成 1 1 ・ 1 2年度)
α臭化メ チル代替薬剤等地域適閣鉱大事業 {組管)

函函 都道府 県 に よ る全戸 ・ 削 減 に 対応す る 代 普防除吋の確立 ・ 実証
。 臭 化 メ チル代替技術緊急確立毒薬 (都道府 県 : 平成9- 1 2年度)

0農業者団体追加 (平成1 0拡 充 - 1 2年度)
<.�誕生産総合対策のー環〉

医萱副 都道府 県， 農業生産団体に よ る 代替防除技術の普ぞ ・ 定着
0鹿泉生産現場で の普及 ・ 実躍に移行

〈農林水産技術会蟻重点鼠験研究課題等〉
画面 試験研究機関 に よ る 全廃 ・ 削減に榔す る 技術開発 d 

む環境負荷低減のための病書虫棒高度管寝技術の開発
(平成1 1 年度 - )

b孟通…長f!��反語 . �IJ託子九を追加
0艶水等利用 土織管理園芸畿埼実用化按術の開発

(野菜対策 平成1 2- 1 4年度〉
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作物名
施設 ト マ ト

(床土)
施設 メ ロ ン

施設 キ ュ ウ リ

施設 キ ュ ウ リ

(床土)
カ ボ チ ャ
施設イ チ ゴ

施設ス イ カ
(床土)

ナ ス

タ。 イ コ ン

シ ョ ウ ガ
ヤ マ イ モ
ハ ク サ イ
ト ル コ ギ キ ョ ウ
ス ト ッ ク
カ ー ネ ー シ ョ ン
キ ク

施設ス ト ッ ク
施設 シ ク フ メ ン (床土)
チ ュ ー リ ッ プ
プ リ ー ジ ア
リ ン ド ウ
施設ユ リ
タ バ コ (育的)
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表 - 2 臭化 メ チ ル の代替技術Iの概要

対象病害虫名
萎 ち ょ う 病

立枯病
青枯病， 萎 ち ょ う 病， セ ン チ ュ ウ 矧

萎 ち ょ う 病， 青枯病， セ ン チ ュ ウ �i
TMV 
ネ コ プセ ン チ ュ ウ
雑草， 土壌病害
つ る 割病

つ る 割病
セ ン チ ュ ウ 類

疫病
黒点根腐病

立枯病， つ る 押l病， 黒人主根腐病， セ ン チ
ユ ウ 類
つ る 害j病， つ る 枯病， 急性萎凋古j3
つ る 割病

苗木枯病， つ る 苦手l病， 萎 ち ょ う 病
ネ コ プセ ン チ ュ ウ
立枯病
セ ン チ ュ ウ ， 疫病
セ ン チ ュ ウ
苗立枯病
立枯病， 疫病
萎黄病， セ ン チ ュ ウ
萎 ち ょ う 病
つ る 笥l病， 1目立枯病， ネ コ プセ ン チ ュ ウ

苗立柁if�， "1"身萎 ち ょ う 病， 雑草
青枯病
亀裂褐変疲， 萎黄病
苗立枯病
根茎腐敗病
恨腐病
根 く びれ病， 根 こ ぶ病， 雑草
土壊病筈， ネ コ プセ ン チ ュ ウ
萎 ち ょ う 病， ネ コ プセ ン チ ュ ウ
萎 ち ょ う 病
萎 ち ょ う f丙
セ ン チ ュ ウ
立枯病， 雑草
軟腐病， 婆 ち ょ う 病
白絹病
白絹病
苗立枯病， 1"1絹病
白絹病
立枯病， セ ン チ ュ ウ

技術名
耐病tI:品種 と ク ロ ノレ ピ ク リ ン 剤， ダ ゾ メ ッ ト 剤 と の組合せ
太陽熱消毒 + 石灰繁栄 + 有機物
ダ ゾ メ ッ ト 剤 に よ る 土壌消毒
夏}哲l泌水 十 太陽熱lI'j 形
抵抗性品種
太陽熱消毒 + ダ ゾ メ ッ ト 剤j等
ダ ゾ メ ッ ト 剤
ダ ゾ メ ッ ト 剤， MITC . D-D 剤， MITC 剤， カ ー パ ム ナ ト リ ウ
ム塩剤， ク ロ ル ピ ク リ ン 剤 + 太陽熱消毒
ク ロ ル ピ ク リ ン 剤， 対抗植物 と の輪作， 抵抗性台木の 利 用
抵抗悦品種， 抵抗性台木利用
ダ ゾ メ ッ ト 剤， ク ロ ル ピ ク リ ン 剤l等
購入構土の利用
太陽熱消毒
ダ ゾ メ ッ ト 剤， ク ロ ル ピ ク リ ン 斉IJ
非病原性 ブ ザ リ ウ ム l箱 の 接種
抵抗性品種利用
接 ぎ木利用
ク ロ ル ピ ク リ ン 育弘 ダ ゾ メ ッ ト 剤
ク ロ ノレ ピ ク リ ン ;'íIJ， D-D 剤， MITC 剤， 石!天窓素， エ ト プ ロ ホ
ス 粒剤， ホ ス チ ア ゼ ー ト 粒剤等
ク ロ ノレ ピ ク リ ン 剤， マ ン ゼ プ水和知l
蒸気消常， ク ロ ノレ ピ ク リ ン 剤， ダ ゾ メ ッ ト 剤， ク ロ ノレ ピ ク リ ン ・
D-D 丹IJ
抵抗悦品種， 台木の利用， 編/iJjt床栽培， ク ロ ル ピ ク リ ン 剤， ダ
ゾ メ ッ ト 剤 + 太陽熱消毒
ク ロ ノレ ピ ク リ ン 斉IJ 十 D-D �J 十 太陽熱消毒
ク ロ ノレ ピ ク リ ン斉IJ 十 太陽熱消毒， ダ ゾ メ ッ ト 剤 と 作付 け ロ ー テ
ー シ ョ ン の組合せ
焼土II'Jljf" 無病土使III
ク ロ ル ピ ク リ ン 剤， ダ ゾ メ ツ ト 剤， 殺線虫剤等
ダ ゾ メ ッ ト 剤等
太陽熱消毒， ク ロ ル ピ ク リ ン 剤
ク ロ ノレ ピ ク リ ン fíIj， オ キ サ ミ ル 剤， D-D 芹IJ， 太陽熱消毒
蒸気ìl!l'ì草， 焼土法， 購入培土
ク ロ Fレ ピ ク リ ン 剤
ク ロ /レ ピ ク リ ン ;'íIJ 十 太陽熱消蒜
ダ ゾ メ ッ ト 剤
接 ぎ 木利用， ク ロ ル ピ ク リ ン 剤， ダ ゾ メ ッ ト 剤等
無病土使用， ダ ゾ メ ッ ト 剤
接 ぎ木利用， ク ロ ル ピ ク リ ン 剤l
太陽熱消毒 + 抵抗性台木
ダ ゾ メ ッ ト 剤， ク ロ ル ピ ク リ ン ;'íIJ
メ プ ロ ニ ル水平日剤， メ タ フ キ シ Yレ水和剤
ク ロ ル ピ ク リ ン 剤l
ク ロ ノレ ピ ク リ ン ， ダ ゾ メ ッ ト 斉IJ
ク ロ ル ピ ク リ ン ， ダ ゾ メ ッ ト 剤 + 輪作
ダ ゾ メ ッ ト 剤 + 太陽熱消毒
ク ロ /レ ピ ク リ ン i'ílJ， ダ ゾ メ ッ 卜 剤， 太陽熱消毒
ク ロ ル ピ ク リ ン 斉IJ
ク ロ ル ピ ク リ ン 剤 十 太陽熱消形
ク ロ ル ピ ク リ ン 剤， ダ ゾ メ ッ ト 斉IJ
ダ ゾ メ ッ ト 剤 + 太陽熱消毒
蒸気汗i襟， 培土購入
ダ ゾ メ ツ 卜 剤
ダ ゾ メ ツ ト 剤
カ ー パム 剤l等
ダ ゾ メ ッ 卜 剤
蒸気ìl'j1Ij;， 焼土法， ク ロ ノレ ピ ク リ ン 剤， ダ ゾ メ ッ ト 剤， カ ーパ
ム 斉IJ等

注) 都道府 県 に お い て 普及中 ま た は許及の見通 し があ る と し て い る 技術. (植物防疫課調べ)

一一一 39



436 植 物 防 疫 第 55 巻 第 9 号 (2001 年)

普及状況等 を勘案 し ， 以下の よ う な対応方向が考 え ら れ

て い る 。

① イ チ ココ ナ ス ， シ ョ ウ ガ， 花 き 類 に つ い て は ， 代替

技術 の 普及 に 当 た り コ ス ト ・ 労力 面 の 課題 を 残 し つ つ

も ， 代替技術の組み合わ せ に よ り 対応が可能 と 考 え ら れ

る た め ， 代替技術の普及 ・ 定着 を 一層推進す る 。

②現時点で代替薬剤等が な い 土壌伝染性 ウ イ ル ス 病が

問題 と な る 可能性の あ る ス イ カ ， キ ュ ウ リ ， ト マ ト ， ピ

ー マ ン， メ ロ ン に つ い て は ， 当面， 土壌伝染性 ウ イ ル ス

病以外の病害虫対策 に 係 る 代替技術の普及 を早急に進め

る と と も に ， 土壌伝染性 ウ イ ル ス 病が特 に 問題 と な る 場

合 に つ い て は ， そ の 代替技術 の確立 を 待 っ て 普及 に 移

す。 ま た ， ク リ シ ギ ゾ ウ ム シ に つ い て も 代替技術の確立

を 待 っ て普及に移す。

③ こ の他倉庫 く ん蒸 に つ い て は ， 代替技術の普及 を早

急 に 進 め る と と も に ， 新た に確立 さ れた代替技術 に つ い

て は そ の普及 を推進す る 。

今後， 臭化 メ チ ル の 流通量が厳 し く 制 限 さ れ て く る

が， 代替技術が確立 さ れて い な い分野への供給が滞 る こ

と の な い よ う 円 滑 な 流通が期待 さ れ て お り ， こ の た め に

も ， こ れ ま で確立 さ れ た 代替技術の早急な普及 ・ 定着が

望 ま れ て い る と こ ろ で あ る 。

皿 臭化 メ チ ル削減対策会議の設置

農林水産省 は ， モ ン ト リ オ ー ル議定書 に基づ く 削減 プ

ロ グ ラ ム に よ り ， 計画的 に 削減 を 実施 し て い く う え で，

今後， 大 幅 な 削減が求 め ら れ て く る こ と か ら ， 関係 団

体， 行政， 試験研究機関等 の 関係者が， 直面す る 課題 に

係 る 問題意識 を 共有す る と と も に ， 緊密な連携 を 図 り つ

つ， 代替技術の 導入等， 各般の対策 の 的確 な 実施 を 推進

す る た め ， 平成 12 年 2 月 に 「臭化 メ チ ル 削減対策会議J

を設置 し た 。

会議 は農林水産省大臣官房審議官 (生産局) を会長 と

し ， 関係各課， 関係団体で構成 し ， 事務局 を植物防疫課

に お い て い る 。 会議で は ， ①圏内 削減実行 プ ロ グ ラ ム お

よ び毎年度 の活動計画の策定， ②代替技術の 開発お よ び

普 及 の 推 進， ③代替技術 に 関 す る 情報 の 生産 者 へ の 提

供， ④そ の 他臭化 メ チ ル 削減対策会議 に 必要 な活動， を

行ニ う こ と と し て い る 。

ま た ， こ の会議 の 下 に 部会 を設置 し ， 必要 に応 じ 開催

す る こ と と し て い る 。

運動の推進 に 関す る 基本的な考 え 方 と し て ， 取 り 組み

期 間 を 当 面， 2004 年末 ま で の 5 年間 と し， モ ン ト リ オ

ー ル議定書 に よ る 削減 プ ロ グ ラ ム に 対応 し確実な代替技

術 の 普 及 定 着 が進 む よ う ， 対策 の 徹底， 関 係 団 体， 行

政， 試験研究機関 の役割 の 明確化 を 行 う と と も に ， 各般

に お け る 運動 を推進す る こ と と し て い る 。

運動の取 り 組み 方針 と し て ， 次 の 5 項 目 が掲 げ ら れて

い る o

①代替技術開発の促進

臭化 メ チ ル の 多聞的な効果 を 広 く 代替で き る 薬剤 の 開

発 に こ れ ま で以上 に 精力 的 に 取 り 組む必要があ る こ と か

ら ， 特 に ， 現在， 有効 な代替技術が存在 し な い 土壌伝染

性の ウ イ ル ス 病や ク リ の果実 を食害す る ク リ シ ギ ゾ ウ ム

シ を 防除す る た め の代替技術の 開発 を 始 め ， 既存の薬剤

に つ い て も ， 作物 ・ 病害虫等の適用拡大， 使用法の改良

等 を 推進す る 。

②代替技術普及の推進

削減ス ケ ジ ュ ー ル に 基 づ い て 臭化 メ チ ル の使用 量 の 削

減 を 確実 に 進 め る た め ， す で に 普及段階 に あ る 代 替薬

剤 ・ 代替技術へ の 速 や か な転換 を一層促進す る 。 こ の た

め ， 都道府 県 等 の 取 り 組 み を 技術 的 に 支援 す る こ と と

し， 代替薬剤 に 関 す る 情報， 独立行政法人 の 試験研究 に

よ る 研究成果や補助事業の成果， 各都道府県等 に お け る

取 り 組み や優良事例等の情報 を ， 各種オ ン ラ イ ン ， イ ン

タ ー ネ ッ ト 等 を 利用 し て 広 く 提供す る 。

③生産者等 に対す る 周知徹底

生産者等 に 対 し ， 臭化 メ チ ル全廃時期 ま で残 り わ ずか

であ り ， こ れ ま で以上 に 代替技術の導入 に 積極的 に 取 り

組む必要があ る こ と に つ い て の十分な理解 を 得 る た め ，

広報活動 に よ る 周知徹底や ， 展示圃の設置， 実証成果 に

関す る 情報提供等 に よ る PR， 研修会や技術指 導 の 実施

な ど に よ る 臭化 メ チ ル の代替技術 に 関 す る 知識の普及等

に 努 め る 。

④消費者 に 対す る 理解増進

臭化 メ チ ル を 削減す る こ と に よ り ， 作物の端境期 の 出

荷量の低下や価格変動が生ず る お そ れが あ る た め ， 消 費

者 に 対 し て も 地球環境 を保全す る た め の や む を 得 な い対

応であ る こ と に つ い て の理解 を 求 め る 運動 を 推進す る 。

⑤臭化 メ チ ル の適正 な 流通 の 確保

臭化 メ チ ル削減の 実効 を 確保 す る た め ， 臭化 メ チ ル の

流通量や使用 実態， 臭化 メ チ ル 削減の進捗状況， 代替技

術の 導入状況等 を 都道府県 や 関係業界の協力 の 下 に 継続

的 に 調査す る 。

今後， 臭化 メ チ ル の 生産 ・ 流 通量 の 大 幅 な 削 減 に 伴

い， 市場 に お け る 流通 の 混乱 を招 く こ と の な い よ う ， 使

用者であ る 農家等 に対 し ， 臭化 メ チ ル 削 減への取 り 組み

に つ い て の理解 を 求 め る と と も に ， 製造業者や販売業者

に 対 し ， 適切な対応 に つ い て 要請 ・ 指導 す る 。
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IV r農業 キ ー テ ク ノ ロ ジ ー J に お け る 取 り 組み

2001 年度 か ら 「基本計画達成 の た め の 農業 キ ー テ ク

ノ ロ ジ ー 確立普及 プ ロ グ ラ ム J の 取 り 組 み が 開 始 さ れ

た 。 こ れ は ， 食料 ・ 農業 ・ 農村基本 法 に 基づ く 食料 ・ 農

業 ・ 農村基本計画 を 達成す る た め に は ， 生産努力 目 標 の

実現 に 向 け て 取 り 組む べ き 品 目 ご と の課題への対応や，

効率的かつ安定的な 農業経営の育成， 環境 と の調和の と

れた 農業生産 の確保等 に よ り ， 農業 の持続的 な発展 を 図

っ て い く こ と が重要で あ る こ と か ら ， 農業の 主 な分野 に

お い て ， 省力化や低 コ ス ト 化， 環境問題等 の課題 を 解決

す る 上で， 目 標 を設定 し ， そ の達成 に 向 け て 行政， 試験

研究機関， 普及組織， 関係団体， 民間企業等 が一体 と な

っ て 取 り 組む こ と が特 に 重 要 な技術 を 「 キ ー テ ク ノ ロ ジ

-J と し て 位置付 け ， 早期 ・ 確実 な 実 現 を 期 す る こ と を

目 的 と し て い る 。

取 り 組み の テ ー マ と し て は ， 効率的か つ安定的 な 農業

経営の育成 に 資 す る ①省力 ・ 低 コ ス ト 化， ②環境問題へ

の対応 と い っ た 観点 か ら こ れ に 該 当 す る 10 の技術 を 取

組テ ー マ に 設定 し て い る 。

こ の 中 で， I臭化 メ チ ル代替技術」 が テ ー マ と し て 取

り 上 げ ら れ て お り ， 2004 年 ま で の 間， 生産現場 で混乱

が生 じ な い よ う 代替技術体系 の確立 ・ 普及 を 推進す る こ

と と し て い る 。

農業 キ ー テ ク ノ ロ ジ ー に取 り 上 げ ら れた テ ー マ に つ い

て は， 各担当部局 の 自 主 的 ・ 主体的 な取 り 組み に よ り ，

極力 創意工夫 を発揮 し つ つ 推進す る こ と を 基本 に ， 地方

農政局段階 に お い て ， 各地域 の特性 に 応 じ た 実効あ る 取

Rn，の症#J爆要タ イ プラ グ ー

イ ネ い も ち 病 を 探 る

作物 の病気 を 防 ぐ く す り の話

虫 た ち と 不思議 な 匂 い の世界

日 本 ロ ー カ ル 昆 虫記

ミ ク ロ の世界 に 魅せ ら れて

茶の効用 と 虫 の害

リ ン ゴ害 虫 の今昔

り 組みがで き る よ う 各地域 で工夫 の う え ， 主体的 ・ 自 主

的な取 り 組み を 推進す る こ と し て い る こ と か ら ， 臭化 メ

チ 1レ の代替技術の普及 ・ 定着が促進 さ れ る も の と 考 え ら

れ る 。

V 今 後 の 課 題

臭化 メ チ ル の 削 減 は ， オ ゾ ン 層保護の観点か ら 国際的

な 合意 に 基 づ き ， 各 国 が一 致 協 力 し て ， 目 的 達 成 の た

め ， 努力 し て い か な け れ ば な ら な い 。

我が国 に お い て も ， こ れ ま で臭化 メ チ ル が農業生産 の

安定 の た め に 果 た し て き た 役割 は大 き な も の が あ っ た こ

と か ら ， 2005 年 の 全廃 に 向 け で は， 種々 様々 な 課題 が

生 じ て く る も の と 考 え ら れ る が， 関係 者が削減の 目 的 を

十分認識 し た う え で， 目 的達成 の た め ， 一丸 と な っ て 課

題解決 に 取 り 組 む こ と が重 要 で あ る 。

こ れ ま で， 臭化 メ チ ル の 代替薬剤 の 登録や抵抗性品種

の 開発， 物理的 ・ 耕種的防除技術 の 開発等 に よ り ， 農業

生産現場 に お い て 混乱 の 生 じ な い よ う 関係機関が協力 し

て 努力 し て き て い る と こ ろ で あ る 。

農業用臭化 メ チ ル の 全廃が 目 前 と な っ て き て い る こ と

か ら ， 今後 は ， 農家への代替技術の普及 ・ 定着 を 一層促

進す る と と も に ， 確立 さ れた 代替技術 に つ い て も ， コ ス

ト や労力 の低減等 を検討 し ， よ り 利用 し や す い 代替技術

への改良等 に 努力 し て い く 必要 が あ る 。

最後 に ， 関係各位が， 臭化 メ チ ル の 全廃 の 意味 を 十分

理解 し ， よ り よ い 地球環境保全 の た め 最大 限 の 努力 を惜

し ま な い こ と を 期待す る も の で あ る 。
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